
認知状況等を把握し、効果的な広報を検討・実施する観点から、広報事業の委託事業者によってインターネット調査が実施された。
１２⽉の全国規模の広報実施前後で、ALPS処理⽔の認知率やその海洋放出への賛成の割合について向上が⾒られている。

【調査概要】
■対象者︓全国の15~79歳男⼥ （本⼈または同居家族が「マスコミ業・印刷業・広告代理業・調査会社・官公庁」の従事者は除く）
■サンプル数︓ 全国︓3,600 福島県在住者︓1,200 岩⼿県・宮城県・茨城県在住者︓1,200 （分析時は⼈⼝構成⽐でウエイトバックしたスコアを使⽤）

対象 実施前（９⽉中旬） 実施後（12⽉下旬）※3 増減率
全国 ４６．５％ ５５．３％ ＋８．８％
福島県在住者 ７９．０％ ８４．２％ ＋５．２％
岩⼿県・宮城県・茨城県在住者 ５４．７％ ６５．８％ ＋１１．１％

ALPS処理⽔の認知率※1 ※１ 「確かに知っている」、「なんとなく⾒聞きしたことがある」という回答について合計

ALPS処理⽔海洋放出賛否※2 ※２ 「賛成」、「どちらかといえば賛成」という回答を賛成、「反対」、「どちらかといえば反対」という回答を反対と整理

対象 賛否 実施前（９⽉中旬） 実施後（12⽉下旬）※3 増減率
全国 賛成 ４３．７％ ４６．０％ ＋２．３％

反対 ２６．７％ ２３．８％ ー２．９％
わからない ２９．６％ ３０．２％ ＋０．６％

福島県在住者 賛成 ４５．９％ ５０．９％ ＋５．０％
反対 ３６．７％ ３２．１％ ー４．６％
わからない １７．４％ １７．０％ ー０．４％

岩⼿県・宮城県・茨城県
在住者

賛成 ４６．５％ ４９．３％ ＋２．８％
反対 ２８．０％ ２６．２％ ー１．８％
わからない ２５．６％ ２４．５％ ー１．１％

※３ 12/26から調査を開始. 調査開始後放送したテレビCMの⼀部や調査終了後実施している広報施策の効果は反映されていない.

ALPS処理⽔に係る認知の状況について（インターネット調査結果）


